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 ○サービスプラグの取外し

＜注意＞

・低圧電気取扱い業務に係る安全衛生教育を受け

た方が作業を行うこと。

・サービスプラグを外した状態で絶対にプッシュ

スタートスイッチON操作を行わない。

・サービスプラグを取外すなどしてから高電圧の

コネクタおよび端子に触れるまでに５分間の時

間を確保する。

胙プッシュスタートスイッチをOFFにする。

胝ラッゲージ中央のリヤフロアボードNo. ２を取

外す。

胄デッキフロアボックスRRを取外す。

胚ラッゲージ右側のリヤフロアボードNo. ３を取

外す。

胖補機用12Ｖバッテリーのマイナス端子を外す。

＜注意＞

・ダイアグコードが消去されるので、必要に応じ



て事前にダイアグコードを記録する。

脉絶縁手袋を着用しサービスプラグを引抜く。

 ○サービスプラグの取付け

胙絶縁手袋を着用しサービスプラグを接続する。

胝グリップを90°倒した後、下に突き当たるまで

確実に押し下げる。

胄補機バッテリーのマイナス端子を接続する。

胚リヤフロアボードNo.３を取付ける。

胖デッキフロアボックスRRを取付ける。

脉リヤフロアボードNo.２を取付ける。

 ○冷却液の抜取り

胙トランスアクスル側リザーブタンクキャップを

取外す。

胝図１の位置のプラグを外し、冷却液を抜取る。

胄新品のガスケットを介してプラグを取付ける。

→基準値：T＝39N・m｛400kgf・cm｝

 ○冷却液（トヨタ純正スーパーLLC）補充

胙図２の位置のブリーダプラグをゆるめ、ホース

を取付ける。

＜注意＞

・ホースの片方をリザーブタンクに差込む。

胝リザーブタンクより冷却水を補充する。

胄ブリーダプラグに取付けたホースとリザーブタ

ンクの「FULL」レベルの水位が等しくなるま

で、冷却水を補充する。

胚ブリーダプラグを閉じる。

胖イグニッションスイッチをONにして、約20秒間

ウォータポンプを作動させ、その後OFFにする。

［※１］

脉イグニッションスイッチOFF後、ブリーダプラ

グをゆるめトランスアクスル内のエア抜きを行

い、再度ブリーダプラグを閉じる。［※２］

胯リザーブタンクに冷却水を補充する。［※３］

胱［※１］［※２］［※３］の作業を繰り返し、冷却

水を補充する。

→基準：「ウォータポンプの作動音が小さくなる」

および「リザーブタンク内の冷却水の循環が良

くなる」以上の状態になれば、冷却水系統のエア

抜きは完了。

＜参考＞

・冷却水系統にエアが混入している場合は「ウォー

タポンプの作動音が大きい」および「リザーブタ

ンク内の冷却水の循環が悪い」状態になる。

脛冷却水系統がエア抜き完了状態となったら、再

度イグニッションスイッチをONにして約５分

間ウォータポンプを作動させる。

＜注意＞

・ブリーダプラグは閉じておく。

脩リザーブタンクの「FULL」レベルまで、冷却水

を補充する。

＜参考＞

・インバータ用冷却液容量：2.7Ｌ

図１
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ブリーダプラグ



 ○冷却液の抜取り

胙クリップ６個を外して、ラジエータ・サポート・

オープニング・カバーを取外す。

胝ラジエータキャップを取外す。

胄ラジエータ側ドレーンコック部にビニールホー

スを取付ける。

胚エンジン側ドレーンコック部にビニールホース

を取付ける。

胖ラジエータ側およびエンジン側のラジエータ・

ドレーンコック・プラグをゆるめ冷却液を抜取

る。

脉ラジエータ・リザーブタンクの冷却液を抜取る。

 ○冷却液（トヨタ純正スーパーLLC）補充

胙エンジン側ドレーンコック・プラグを締付け、ビ

ニールホースを取外す。

→基準値：T＝13N・m｛130kgf・cm｝

胝ラジエータ側ドレーンコック・プラグを締付け、

ビニールホースを取外す。

胄ラジエータASSYのブリーダプラグ部およびラ

ジエータ・リザーブタンク間にビニールホース

を接続する【図１】。

胚ソケットヘキサゴンレンチ６を使用して、ラジ

エータサポートのサービスホールからラジエー

タ・ブリーダプラグをゆるめる【図２】。

胖冷却液をラジエータ注入口いっぱいまで注入する。

脉ソケットヘキサゴンレンチ６を使用して、ラジ

エータ・ブリーダプラグを締付ける。

→基準値：T＝1.5N・m｛15kgf・cm｝

胯ラジエータASSYのブリーダプラグ部およびラ

ジエータ・リザーブタンク間のビニールホース

を取外す。

胱ラジエータキャップを取付ける。

脛ラジエータ・リザーブタンクのＦレベルまで冷

却液を注入する。

脩車両を整備モードにセットする。

脣サーモスタットが開弁するまでエンジンを暖機

する。

脯暖機後、エンジンを停止し、冷却液が冷えるま

で待ち、ラジエータキャップを取外して水位を

確認する。

腋冷却液の水位が下がらなくなったら、ラジエー

タ・リザーブタンクの冷却液をＦレベルまで注

入する。

ラジエータキャップ

エンジン・ドレーンコック・プラグ

ラジエータ・ドレーンコック・プラグ

図１
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ビニールホース



 ○ブレーキ制御（ECB）を禁止する

（TaSCANを使用する場合）

胙プッシュスタートスイッチ O F F の状態で、

TaSCANをDLC３コネクタに接続する。

胝TaSCANの電源スイッチをONにして、メニュー

（作業サポート）→ABS・VSC・ECB→エア抜き

→ECB→ブレーキ制御禁止を選択し実行する。

（スキッドコントロールリレーNo.２を取外す場合）

胙ブレーキ制御を禁止させるため、プッシュス

タートスイッチOFF の状態でスキッドコント

ロールリレーNo.２（モータリレー）２個を取外

す【右図参照】。

 ○フロントブレーキ系統エア抜き

胙ブレーキペダルをペダリングし、フロントブ

レーキシリンダRH・LHのブリーダプラグより

エア抜きを行う。

＜参考＞

・エアが完全に抜けるまで繰り返し行う。

・エア抜きはRH・LHの順で行う。

胝エア抜き後、ブリーダプラグを締付ける。

→基準値：T＝8.4N・m｛85kgf・cm｝

 ○リヤブレーキ系統エア抜き

胙スキッドコントロールリレーNo. ２（モータリ

レー）２個を取付ける（モータリレーを取外した

場合）。

胝TaSCANのメニュー画面より、ブレーキ制御禁

止を解除する（TaSCANを使用してブレーキ制

御を禁止した場合）。

胄プッシュスタートスイッチ O F F の状態で、

TaSCANをDLC３コネクタに接続する。

胚プッシュスタートスイッチおよびTaSCANの電

源をONにする。

胖TaSCANのメニュー画面より、診断→ALLダイ

アグ→ダイアグコード消去を選択し、実行する。

脉TaSCANのメニュー画面より、作業サポート→

ABS・VSC・ECB→エア抜き→ECB→ブレーキ

制御禁止を選択し実行する。

胯ブレーキペダルを踏込んだ状態で、ポンプモー

タおよびソレノイド駆動中にリヤブレーキシリ

ンダLHのブリーダプラグからエア抜きを行う。

胱エア抜き後、ブリーダプラグを締付ける。

脛TaSCANのメニュー画面より、作業サポート→

ABS・VSC・ECB→エア抜き→ECB→ブレーキ

制御禁止を選択し実行する。

脩ブレーキペダルを踏込んだ状態で、ポンプモー

タおよびソレノイド駆動中にリヤブレーキシリ

ンダRHのブリーダプラグからエア抜きを行う。

脣エア抜き後、ブリーダプラグを締付ける。

→基準値：T＝8.4N・m｛85kgf・cm｝

＜参考＞

・ブレーキペダルを踏込み保持する。

・ソレノイド駆動は約30秒を目安にし、ペダルを

離して停止させる。

・エアが完全に抜けるまで繰り返し行う。

・エア抜き中、ECBウォーニングランプ点灯およ

びブザーが吹鳴するが異常ではない。

スキッドコントロールリレーNo.２



 




